
令和6年度 札幌市立中の島中学校 自己評価及び学校関係者評価書　 35008 中の島中学校

教育目標　『未来を拓く　心豊かな人になる』

中間 期末 中間 期末 中間 期末

①私は、学習指導要領の趣旨を踏まえ、生徒の実態
を基にした、調和と統一感ある教育課程の編成ある
いは、その実現のために積極的に協力している。

A A

②私は、年間授業時数の確保と内容の充実のために
努力している。 A A

③私は札幌らしい特色ある教育活動（雪・環境・読
書）の推進に協力している。 A A
④私は、基礎的・基本的な知識や技能を確実に習得
させるために、指導計画・方法などを工夫してい
る。

A A ①学校の授業は、わかりやす
く、楽しいと感じている。 A A

【P
】

⑤私は、思考力、判断力、表現力などを育むため
に、ＡＬを視点とした授業改善に努めている。 A A ②授業中、自分の意見を進んで

発言している。 B B
③わからないことは、そのまま
にせず、わかるまで努力するよ
うにしている。

A A

【D
】

④家庭で継続的に学習に取り組
んでいる。 A B

・信頼性を高める評価・評定の工夫改善
⑦私は信頼性を高める評価・評定の工夫改善に努め
ている。 A A

・ＩＣＴを効果的に活用した学習指導の推進
⑧私は、ＩＣＴを効果的に活用した学習指導を心が
けている。 A A

・日常実践に生きて働く研修活動の推進

⑨私は、教職員の資質向上のための校内研修に積極
的に協力している。また、研修テーマをもとに積極
的に日常実践を行い、自身の研究研鑽に努めてい
る。

A A
⑤積極的にあいさつをしてい
る。 A A
⑥時間やルールを守って学校生
活を送っている。 A A

⑪私は、いじめや登校の未然防止に向け、常日頃か
らアンテナを高くし、その早期発見に努めるととも
に、適切な指導を行っている。

A A
⑫私は、倫理観・規範意識、感謝・思いやりの心の
育成など、生徒の内面に根ざした道徳性を育むため
に、道徳の時間を要とした適切な指導を行ってい
る。

A A
⑭私は、生徒の、道徳的な課題を主体的に解決する
ことができる資質・能力の育成のために、「考え、
議論する道徳」の実践を積極的に行っている。

A A

・生徒が自己有用感を持ち、互いに認め合い
高めあう集団の育成

⑬私は、生徒が自己有用感を持ち、互いに認め合い
高めあう集団の育成のための日常的な指導を適切に
行っている。

A B ⑧学校に行くのが楽しい。 A A

・特別な支援を要する生徒への組織的な対応
・支援を必要とする生徒のよりよい生活環境
づくりの推進

⑮私は、不登校傾向・特別な配慮を要する生徒に対
して、適切な指導及び必要な支援を行っている。 A A ⑨安心して学校生活を送ること

ができている。 A A

・ＳＣとの連携による教育相談や命を大切に
する指導の充実

⑯私は、SCや相談支援パートナー等と連携し、きめ
細かい教育相談の実現に向け努力している。 A A

⑥お子様は、必要に応じて先生
やカウンセラーに相談すること
ができる。

B B
⑩先生やカウンセラーに、様々
なことを必要に応じて相談する
ことができる。

A A

・特別支援学級との交流の推進
⑰私は、特別支援学級と普通学級との交流のために
尽力している。 B B
⑱私は、日直や給食、清掃活動など、日常的な奉仕
活動の実践を適切に指導し、生徒の基本的な社会性
の育成に努めている。

A A
⑪日直や給食、清掃などの当番
活動に積極的に参加・協力して
いる。

A A

⑲私は、生徒会による日常的な委員会活動や係活動
が活発に行われ、生徒の責任感、協力性の育成が適
切に行われるよう、積極的に協力している。

A A
⑫係の仕事を理解し、日常的
に、自分から進んで仕事をして
いる。

A A

⑳私は、生徒に身に付けさせたい資質・能力の育成
を見据えた学校行事の実現のために積極的に協力し
ている。

A A
・生き生きと身体活動を楽しむ生徒の育成
・日常的な危機管理意識の醸成
・健康・安全教育の推進
・望ましい食生活習慣に関する指導の充実

㉑私は、生徒の「健やかな身体の育成」のために積
極的に協力している。 A A

・３年間を見通した「生き方指導」としての
進路指導の推進
・キャリア教育の推進

㉒私は、キャリア教育の視点から、小・中・高等学
校の繋がりを意識することができている。 A A

⑨学校は、お子様の進路や将来
について、適切に指導している
と感じる。

B B
⑭自分の進路や将来について、
真剣に考えることができてい
る。

A A
進路については、後半に向けてさらに高まる傾
向があるが、より保護者にも進路やキャリア教
育について発信していき、取組を充実させた
い。

A A

・積極的な広報活動、学校ホームページの充
実

㉓私は、学級だよりやホームページなどで学校に関
する情報を積極的に発信し、学級や学校の様子を適
切に伝えることに協力している。

A B
・各町内会、関係諸機関との連携と交流の推
進（職場体験学習、ボランティア活動等）

㉔私は、職場体験学習やボランティア活動、町内会
や地域との交流・推進のために、積極的に協力して
いる。

B A
㉕私は、保護者や地域の方との連携協力に努めてい
る。 A A
㉖私は学校と家庭をつなぐことに積極的に協力して
いる。 A A

・近隣小学校との教育交流の推進 ㉗私は小学校との教育交流の推進に協力している。 A B
・安全で、美しく清潔な校舎・施設設備の維
持管理、清掃活動の充実

㉘私は、安心・安全で美しく整備された潤いのある
学校づくりに努めている。 A A

・情報セキュリティ実施手順に基づく情報の
管理・保護の徹底

㉙私は、情報セキュリティ実施手順に基づく情報の
管理・保護の徹底に努めている。 A A

・出納業務の効率化と適正な事務処理の推進
㉚私は、学校徴収金業務の効率化と適正な処理に協
力している。 A A

改善のための具体策(4本の柱)【A】

学校教育推進の重点【V】 自己評価【C】 保護者アンケート 生徒アンケート 成果と課題 学校関係者評価

自己評価の
適切さ

成果と課題
の適切さ

A

経
営
方
針

(１)教育目
標達成のた
めの教育課
程編成と実
施

①生徒の実態に即した教育課程の編成と実施
②年間実授業時数の確保と内容の充実
③学校評価の推進と工夫改善
④札幌らしい特色ある教育活動の推進

昨年度に引き続き「中の島中学校グランドデザ
イン」を作成し、その実現のための重点をより
明確にして取り組むことができた。今年度はコ
ロナ禍以降の流れから教育課程をより系統的に
整理し、活動の幅を広げることができた。試行
錯誤的に進めていくことが多くなっているが、
業務のバランスを考え、来年度も臨機応変な対
応は求められながらも授業時数確保に努めた
い。目指す生徒像の実現のためにチームとして
一丸となって取り組んでいきたい。

A A

高
い
知
性

(２)基礎基
本の確実な
定着を図る
学習指導の
充実

・生徒がわかる、できる、楽しいと実感でき
る授業実践の推進
・特別支援学級への個別支援の推進

B

①お子様は、学校の授業に対し
て、興味関心をもって取り組ん
でいるように感じる。

A B

⑥私は、主体的に学習に取り組む態度を育てるため
の適切な指導に努めている。 A A

②お子様はご家庭で意欲的に、
学習に取り組むことができてい
る。

B

A

ホームページの充実や学校の取組等、信頼され
る学校の創造の部分については、保護者の皆さ
んには満足していただいていることが分かる。
一方、自己評価を見ると、昨年度よりは改善傾
向にあるものの。地域との繋がりを意識し、今
後求められるCSや小中の関わりをより意識した
教育活動に重点をを置きたい。教職員として
は、情報発信の関わりに偏りがあるが、意識し
て教職員一人一人が、ホームページによる情報
発信やＰＴＡ活動、小学校との連携等に主体的
に取り組んでいきたい。

A A

・各町内
会、関係諸
機関との連
携と交流の
推進（ 職場
体験学習、
ボランティ
ア活動等）

⑩ご家庭では、学校だよりや
ホームページ、PTA懇談会などを
通して、学校の様子、取り組み
等を理解しようとしている。

A A

⑧学校行事を通してお子様の成
長を感じることができる。 A

た
ゆ
み
な
い
実
践
力

(４)創意と
工夫のある
生徒会活動
の充実

(５)健康で
安全な生活
を大切にす
る態度を育
てる教育の
充実

・常任委員会、局会と各学級の係の連動した
日常活動の充実
・ボランティア活動など学校文化の継承と発
展
・生徒が自己有用感を持ち、互いに認め合い
高めあう生徒活動の充実

⑦学校生活を通してお子様の社
会性（規範意識・自主性・責任
感、協力性）の向上を感じる。

A

⑤お子様は楽しく安心して学校
生活を送っている。 A

④学校生活を通してお子様の心
の成長を感じる。 A

豊
か
な
心

(３)相互理
解と信頼に
基づく生徒
指導の充実

(６)共に心
豊かに学ぶ
生徒を育て
る特別支援
教育の充実

⑩私は「あいさつ」や「時間を守った生活」、「正
しい服装での生活」などの基本的な生活習慣育成の
ための日常的な指導を適切に行っている。

A・「あいさつ」「時間を意識した行動」「正
しい服装」の実践
・基本的生活習慣や倫理観・規範意識、感
謝・思いやりの心の育成
・全職員の相互理解と連携・協力による生徒
指導の充実
・「いじめ」をさせない、見逃さない生徒指
導
 「いじめ」を許さない意識の向上
・特別の教科「道徳」の標準時数の確保と学
習内容の研修と整備
・「情報モラル教育」の推進

A
③学校は、基本的な生活習慣な
どを身につけさせるために、適
切な指導を行っている。

確かな学力の育成の観点では、自己評価はほと
んどの項目がＡとなっており、手ごたえを感じ
ていることが分かる。その成果か、「授業は楽
しい」と感じている生徒が多い。一方で、「授
業中の発言」に関しては生徒自身の評価はＢで
あり、依然として課題が残る。札幌市全体の課
題ではあるが、本校ではグループ活動による意
見の出し合いなどは多く見られるため、多角的
に方策を練っていきたい。また、保護者アン
ケートの結果からも、保護者としては、子供の
「家庭学習」については満足してはいないこと
が見て取れる。「興味・関心をもって取り組
む」という視点からは、一定の成果は感じられ
るが今後も、家庭との連携を図りながら、確か
な学力を育むための生徒の資質を向上を目指す
必要がある。また、「ICTの活用」について
は、多くの教職員が積極的に活用を目指してお
り、様々な場面で取り組んできた。その成果と
して今年度自己評価の向上が確認できた。

⑦学校生活や活動を通して、自
分の心の成長を感じる。 A A

A A

A

A

今年度の重点項目の一つである”日常の係活
動・委員会活動”や行事を通した”生徒の実践
力（自主自立・責任感・協力性）の育成”の部
分については、自己評価、保護者アンケート、
生徒アンケートともに、達成感が高い。日常的
な当番活動や係活動は各学級で現状況でもしっ
かり取り組んだ結果と言える。今年度は生徒会
活動・学校行事については、日常を取り戻し、
積極的な活動をすることができた。生徒の実態
じ応じ、主体的に工夫し充実した活動の成果だ
と思われる。

A A

豊かな心の育成については、保護者アンケー
ト、生徒アンケートの評価がほとんどの項目で
Ａとなっており、成果があがっている。一年を
通じて行事への取り組みも積極的で生徒自身も
大いに盛り上がり、一定の手ごたえを感じてい
る。”考え議論する道徳”や今年度力を入れた
「人権教育に関する講演会」の充実を図り、
様々な実践研究については引き続き研究を進め
ていきたい。

A

A ⑬学校行事を通して自分やクラ
スの成長が感じられる。

生徒アンケートから「先生やSCとの相談」につ
いては前年度BとなっていたがAとなり、今年度
の重点の一つでもある教育相談の充実やシャボ
テンログなどの相談窓口が増えたという点で一
定の成果があった。しかしながら、保護者アン
ケートからは「お子様の相談に関する課題が示
された。また、インクルーシブ教育や相談支援
システムの向上に向けて取り組んでいるが、教
師側がより積極的に特別支援学級との繋がりを
意識した教育を継続的にしていくことが今後の
課題となっている。

A

A

A

A

A

A A

A

「とてもそう思う」４点、「だいたいそう思う」３点、「あまりそう思わない」２点、「全くそう思わない」１点として、平均が３＜ａ≦４のとき判定「Ａ」、２＜ａ≦３のとき判定「Ｂ」、１．５＜ａ≦２のとき判定「Ｃ」、１≦ａ≦１．５のとき判定「Ｄ」とした。

学校施設の整備や情報セキュリティ、会計処理
等については、自己評価、保護者の評価ともに
高い評価となっている。信頼される学校の基本
部分として、これからもこのレベルを維持して
いきたい。

A A

教
育
目
標

・学校と家庭を繋がりを意識した取り組み

信
頼
さ
れ
る
学
校
の
創
造

(７)教育環
境の整備と
情報管理及
び経理の適
正化

⑪学校は、安心・安全で美しく
整備された学校づくりに努めて
いる。

たゆみない実践力を育てる
①日常的な奉仕活動を通した社会性の育成

◇日直・給食・清掃等の当番活動を通して基本的な社会性（協力性、責任感）を育む

【生徒会部生徒支援部各担任】

②日常的な係活動や委員会活動の充実による自主自立や責任感、協力性の育成

◇生徒会主導による、すべての学年に共通した日常的な委員会活動、すべての学級に共通した日常

的な

係活動の充実 ⇔全教職員による見取と共通した指導 【生徒会部各担任】

③行事への取組を通した協力性と責任感の育成

◇目指す生徒像と行事のねらいの明確化【生徒会部各学年】

生徒の自主自立や責任感、協力性の育成

④健やかな身体の育成

◇運動やスポーツへの関心を高める指導と、日常的に運動に親しめる取組の推進、体力向上への取

豊かな心をはぐくむ
①心を育てる教育活動の創造

◇道徳の時間を要とした、すべての教育活動を通じた道徳教育【生徒支援部教務部】

(「考え議論する道徳」の実践、日常活動を通じた社会性や自主自立、自己有用感の育成)

◇システム化とタイムリー化【生徒支援部生徒会部】

(豊かな心育成のための計画的な教育活動と場面を捉えた有効な指導の実践）

◇地域との連携による教育活動の展開【生徒支援部生徒会部】

（保護者、地域との課題の共有、地域ボランティア体験)

②未然防止の視点と初期対応を重視した生徒支援の実践

●日常生活で大切したい取組【生徒支援部 生徒会部】

（あいさつ・時間・服装、特にあいさつの奨励を図る活動、生徒会やPTA・地域との連携）

●安全確保のための取組 【生徒支援部 教務部防災委員会】

(自分の身は自分で守る意識の醸成、「安全・衛生の日」の設定、マニュアルの改善、地域・関係機関との

連携)

●保護者との協力・信頼関係の構築（危機発生時の組織的な初期対応、保護者との情報の共有、指導後のプ

ラス評価）

確かな学力を培う
(わかる・できる・楽しい授業の創造)

①生徒一人ひとりが成長を実感できる指導と評価の一体化

□問題解決的、課題探究的な学習を取り入れた授業の創造 【教務部各教科】

（学び合いに焦点を当てた授業づくり）

□小中一貫した教育の推進 【各教職員】（校種間連携による系統性・連続性のある取組）

②「基礎的・基本的な知識・技能の定着を図る指導」の充実

■朝読書への取組と望ましい学習環境づくり 【教務部各学年】

(朝読書時間の確保と定着、基本的学習ルールの共有化、互いを認め合う学級づくり）

■家庭学習習慣の定着【教務部各教科各担任】（家庭学習課題等の工夫、がんばりカード等の取組と工夫）

■少人数・習熟度別・ティームティーチングなどによる指導の工夫と充実【教務部各教科】

■特別な支援を必要とする生徒への対応【学びの支援委員会生徒支援部教務部】

(学びの支援委員会、SC、相談支援パートナー・学びのサポーターとの連携・協力)

③ 「chromebook」を活用した実践
□生徒一人ひとりのタブレット利用 【教務部 各教職員】

（子ども一人一人の個別最適な学びの実現）

①より質の高い効果的な教育課程編成の推進【教育課程委員会】

②学校目標との関係性、学年目標の系統性と連続性⇒具体的な方策

【教育課程委員会・各部・各学年】

信頼される学校を創る
①学校教育と生徒会活動を地域に開く

◇学校公開・学校説明会の活用、学校評議員会・学校関係者評価委員会との連携、協力

【教務部各学年生徒会部】

②ホームページ・ICTを活用した配信の充実

◇行事での、学校と家庭を繋ぐアプリ等の活用

◇HPの更新回数のUP・内容の充実 【教務部各学年各教職員】

③学校と家庭をつなぐPTA活動の充実


